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エア・ウォーター株式会社および株式会社ベジテックとの資本業務提携ならびに 

デリカフーズホールディングス株式会社との業務提携に関するお知らせ 

 

株式会社神明ホールディングス（本社：兵庫県神戸市中央区、代表取締役社長：藤尾益雄、以下「神明

HD」）は、米および野菜・果物等の農産物流通の活性化と日本の農業が抱えるさまざまな課題解決を目指

し、エア・ウォーター株式会社（本社：大阪府大阪市中央区、代表取締役会長・CEO：豊田喜久夫、以下

「エア・ウォーター」）および株式会社ベジテック（本社：神奈川県川崎市宮前区、代表取締役社長 CEO：

遠矢康太郎、以下「ベジテック」）と 2024年 3月 22日付で資本業務提携契約を締結しました。   

また、2024年 3月 28日付でデリカフーズホールディングス株式会社（本社：東京都足立区、代表取締

役社長：大﨑善保、以下「デリカフーズ HD」）と業務提携契約を締結しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．経緯・目的 

神明 HD は、「私たちはお米を通じて、素晴らしい日本の水田、文化を守り、おいしさと幸せを創造し

て、人々の明るい食生活に貢献します。」の企業理念のもと、基幹事業である米穀事業を中心に、無菌包

装米飯や炊飯米等の加工米飯事業に加え、国内外での外食事業、さらには、青果流通・生産事業など、食

に関わる多種多様なビジネスを展開し、「アグリフードバリューチェーンの構築」に向けて取り組んでお

ります。 

 

 一方、エア・ウォーターとベジテック、デリカフーズ HDは、日本の農業が抱える高齢化等による担い

手の減少、耕作放棄地の増加といった生産面における構造的な課題や、「物流 2024年問題」にともなう農

作物の輸送能力の低下等の社会課題に向き合うため、加工・物流・販売において各社のリソースを活用

し、生産者が安心して農業に従事でき、消費者が安心して農作物を消費できる青果流通ビジネスの拡大を

目指し、2023 年 2 月には 3 社間で資本業務提携契約を締結のうえ、青果流通加工プラットフォームの強

化に向けて取り組んでおります。 

 

 このたびの提携で、神明 HD は農産物流通における経営資源の相互活用を行うことで、「産地との強固

な連携による集荷力強化」、「マーケットインの発想による販売力強化」、「農産物流通における物流機能の

構築」に向けてより一層推進することが可能となります。4社連合を通じて、各社が精通した事業分野を

融合させることで、日本の農業が抱える様々な課題の解決につなげ、持続可能な農業の実現に貢献してま

いります。 
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２．各社との協業について 

神明 HDおよびエア・ウォーター、ベジテック、デリカフーズ HDの 4社は、米や青果の生産から販売ま

でのサプライチェーンの中で、互いの調達・加工・販売・物流機能を活用することで持続可能な国内農業

の発展に寄与するとともに、産地と食卓をつなぐ米・青果流通加工プラットフォームの強化を目指してま

いります。 

   

＜具体的な協業内容＞ 

①国内外における 4社の契約農家および調達ルートを活用した原料調達 

②米・青果、カット野菜・加熱野菜・冷凍野菜など農産加工品の相互販売、ならびに小売・EC チャネ

ル・外食・中食産業を中心とした取引先の開拓・拡大 

③4社の物流ネットワークおよび拠点・施設を活用した米・青果流通事業 

④鮮度保持・食品加工技術等の共同開発および加工センターの協同運営と新加工センターの設立 

⑤成分分析データを活用した米・青果の付加価値向上およびブランド化 

 

３．エア・ウォーターについて 

 エア・ウォーターは、日本の農業・青果流通がさまざまな課題を抱える中、青果流通加工プラットフォ

ームの強化を通じて、生産者と消費者の視点に立った持続可能な農業モデルの構築を目指しています。     

また同社のアグリ＆フーズ事業は、青果の調達・加工やハム・デリカ、冷凍食品、スイーツ、野菜・果

実系飲料、青果小売など「食」に関わる多彩な事業を展開しています。このうちアグリ（農産・加工）事

業においては、北海道を中心にこれまで培ってきた青果の生産・調達から加工、販売までのバリューチェ

ーンの強化・拡大を図るとともに、鮮度保持技術と物流ネットワークを活かし、青果流通加工プラットフ

ォームの強化を目指しています。 

 

（１）エア・ウォーターの概要 

  設 立：1929年 9月 

  本 社 所 在 地：大阪市中央区南船場 2丁目 12番 8号 

  代 表 者：代表取締役会長・CEO 豊田 喜久夫 

  資 本 金：558億 55百万円 

  事 業 内 容：産業ガス事業をはじめ、エネルギー、医療、農業・食品、物流、海水など多彩な事業を

展開 

  従 業 員 数：20,109名（連結：2023年 3月 31日現在） 

売 上 高：10,049億円（連結：2023年 3月期） 

 

（２）エア・ウォーターとの資本業務提携について 

  本資本業務提携により、エア・ウォーターが新たに神明 HDの株主となります。 

  異動前の所有株式数：0株（出資比率：0.0％） 

  異動株式数：600,000株 

  異動後の所有株式数：600,000株（出資比率：4.7％） 

  スケジュール：契約締結日 2024年 3月 22日、異動日 2024年 3月 29日（予定） 

  ※取得価額については、株式取得先との協議により非公開といたします。 

 

４．ベジテックについて 

 ベジテックは祖業である仲卸事業に加えて、時代とともに変化するライフスタイル・消費者ニーズに対



応したカットサラダやミールキットなどを手掛ける加工製造事業、1/2や 1/4サイズなど消費者が手に取

りやすい形へ加工するプロセスセンター事業を展開する、産地と食卓をつなぐ青果物の専門商社です。自

社の検査機関である理化学分析センターでは、国際規格である ISO/IEC17025（残留農薬分析・放射能分

析・栄養分析・微生物分析）を取得し、産地から食卓までの安全・安心をサポートしています。 

 

（１）ベジテックの概要 

  設 立：1969年 

  本 社 所 在 地：神奈川県川崎市宮前区水沢 1-1-1 

  代 表 者：代表取締役社長 CEO 遠矢 康太郎 

  資 本 金：4億 37百万円 

  事 業 内 容：青果物の加工、仲卸業務ほか 

  従 業 員 数：442名 

  売 上 高：640億円（連結：2023年 3月期） 

 

（２）ベジテックとの資本業務提携について 

  本資本業務提携により、神明 HDがベジテックの株式を新たに取得します。 

  取得前の所有株式数：0株（出資比率：0.0％） 

  取得株式数：266,000株 

  取得後の所有株式数：266,000株（出資比率：5％） 

  スケジュール：契約締結日 2024年 3月 22日、払込期日 2024年 3月 29日（予定） 

  ※取得価額については、株式取得先との協議により非公開といたします。 

 

５．デリカフーズ HDについて 

 デリカフーズ HDは、業務用野菜に関する仕入販売や、チルドのカット野菜、加工食品の製造販売事業

を展開するデリカフーズ㈱を中心に、物流事業、研究開発・分析・コンサルティング事業を行うグループ

企業を有する純粋持株会社です。同社グループは卸売事業者として国内外の契約産地から安定した仕入

を行うことができる調達力と、高品質で安全、確実に商品を 30,000店舗の顧客のもとに配送するチルド

配送網を全国に構築していることを強みとしています。 

 

（１）デリカフーズ HDの概要 

  設 立：2003年 4月 

  本 社 所 在 地：東京都足立区六町 4-12-12 

  代 表 者：代表取締役社長 大﨑 善保 

  資 本 金：17億 72百万円 

  事 業 内 容：業務用野菜に関する仕入販売、カット野菜、加工食品の製造販売 

  従 業 員 数：726名（他、平均臨時雇用者数 2,178名）（2023年 9月 30日現在） 

  売 上 高：479億円（連結：2023年 3月期） 

 

（２）デリカフーズ HDとの業務提携について 

  スケジュール：契約締結日 2024年 3月 28日 

 

以上 


